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ぐ
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と

引
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継
ぐ
こ
と

　

私
は
、
３
月
の
選
挙
に
お
い
て
付
託
を
い
た
だ
き
、
こ
の
度
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

池
田
町
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
直
接
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
お
聞
き
し
た
課
題
に
目
を
向
け
、
解
決
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
ま
た

議
会
の
皆
さ
ま
と
も
政
策
議
論
を
通
じ
て
よ
り
良
い
池
田
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
求
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
と
実
行
力
で
「
シ
ン
・
イ
ケ
ダ
マ
チ
」
を
始
動
し
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
い
町
政
を
届
け
る
た
め
、
意
思
決
定
に
は
、
公

正
と
透
明
性
を
第
一
に
考
え
ま
す
。
隠
れ
た
動
機
や
利
益
を
排
除
し
、
い
か
な
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
も
許
さ
な
い
覚
悟
で
臨
み
ま
す
。

　

町
長
室
も
定
期
的
に
開
放
す
る
予
定
で
す
の
で
、
誰
で
も
お
気
軽
に
町
長
室
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
皆
さ
ま
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
開
放
日
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
）

歴
史
と
文
化
、
感
謝
の
気
持
を
忘
れ
ず
に

歴
史
と
文
化
、
感
謝
の
気
持
を
忘
れ
ず
に

　

池
田
町
は
、
田
園
風
景
と
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
有
明
山
を
望
む
景
観
の
素
晴
ら
し

い
町
で
す
。

　

春
に
は
桜
仙
峡
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
山
桜
、
秋
に
は
七
色
大
カ
エ
デ
の
紅
葉
、
冬
に
は

雪
化
粧
し
た
北
ア
ル
プ
ス
と
、
四
季
を
通
じ
て
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
風
景
が
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
は
塩
の
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
歴
史
と
文
化
も
色
濃
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
か
ら
の
眺
め
は
最
高
で
す
。

　

池
田
町
に
暮
ら
し
た
ど
の
時
代
の
人
々
も
こ
の
景
色
を
見
て
暮
ら
し
、
癒
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
貴
重
な
風
景
を
財
産
と
し
て
残
し
て
く
れ
た
先
人
や
、
先
輩
方
の
功

績
に
感
謝
し
、
町
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
す
べ
て
の
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
町
政
に
取
り
組
み
ま
す
。

シ
ン
・
イ
ケ
ダ
マ
チ
始
動
！

シ
ン
・
イ
ケ
ダ
マ
チ
始
動
！

池
田
町
長
　
矢
口

池
田
町
長
　
矢
口    

稔稔
公
正
と
透
明
性

公
正
と
透
明
性

日
々
の
活
動
の
情
報
は
、

「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
で

随
時
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲子どもたちといっしょにまちづくりに挑戦します！（4 月 6 日ひな市）

▲

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

▲

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
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池
田
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子
育
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支
援

池
田
町
ら
し
い
子
育
て
支
援

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
大
綱
と
し
て
、
「
子
ど
も
が
ま
ん
な
か
保
小
中
15
年
プ
ラ

ン
」
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
江
戸
時
代
に
は
池
田
学
問
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
子
ど
も
は
地

域
で
育
て
る
精
神
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
精
神
を
継
承

し
教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
て
か
ら
育
つ
過
程
で
切

れ
目
の
な
い
相
談
支
援
体
制
を
再
構
築
し
て
、
池
田
町
ら
し
い
子
育
て
支
援
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
長
寿
・
福
祉
の
ま
ち
に

健
康
長
寿
・
福
祉
の
ま
ち
に

み
ん
な
の
ミ
ラ
イ
の
た
め
に

み
ん
な
の
ミ
ラ
イ
の
た
め
に

特
色
あ
る
産
業
の
振
興

特
色
あ
る
産
業
の
振
興

見
通
し
を
持
っ
た
財
政

見
通
し
を
持
っ
た
財
政

　

農
業
を
守
る
こ
と
は
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む
景
観
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
今

あ
る
農
業
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
担
い
手
の
確
保
問
題
も
地
域
計
画
を
策
定
し
、
持

続
可
能
な
農
業
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
現
場
の
農
業

者
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
将
来
目
指
す
町
の
農
業
の
あ
り
方
を
皆
さ
ま
と
一
緒
に

創
り
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
商
工
業
の
発
展
の
た
め
、
商
工
会
を
中
心
と
し
た
皆
さ
ん

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
課
題
の
本
質
を
見
極
め
て
、
現
場
第
一
主
義
で
一
つ

ひ
と
つ
の
課
題
解
決
を
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
強
化
し
、
基
金
積
立
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。
財
政
の
健
全
化

に
向
け
て
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度
ま
で
は
財

政
緊
急
対
応
期
間
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
事
業
は
実
施
計
画
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
公
約
に
掲
げ
た
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
（
Ｄ
Ｘ
）
、
自
治
会
負
担
の
軽
減
な
ど
は
、
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
範

囲
に
お
い
て
す
ぐ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
行
政
の
事
務
事
業
の
見
直

し
も
並
行
し
て
行
い
、
ス
リ
ム
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
で
き
る
限
り

財
源
を
自
ら
見
つ
け
出
し
「
稼
ぐ
町
」
へ
の
体
質
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　

池
田
町
は
、
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
受
診
率
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
私
も
一
町
民
と
し
て
、
自
ら
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

何
を
す
る
に
も
体
が
資
本
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
も
必
ず
毎
年
健
康
診
断
を
受
け
、

健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
福
祉
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
み
ん
な
が
主
役

の
池
田
町
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
町
の
課
題
は
ま

だ
ま
だ
言
い
尽
く
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
安
全
と
安
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
「
み
ん
な
の
ミ
ラ
イ
の
た
め
に
」

行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町の課題解決へのチャレンジ町の課題解決へのチャレンジ

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

　

ま
ず
取
り
組
む
の
は
、
人
口
増
へ
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。
二
十
歳
の
集
い
（
旧

成
人
式
）
に
あ
わ
せ
て
、
里
帰
り
支
援
事
業
を
始
動
し
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
町
を
離
れ
た
若
者
が
、
里
帰
り
し
て
、
町
に
住
み
続
け
る
た
め
の
施
策

を
は
じ
め
、
移
住
定
住
に
関
わ
る
補
助
金
な
ど
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
施
策
を
効

果
を
見
極
め
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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【問い合せ先】健康福祉課　健康増進係　℡ 61-5000

「令和６年度 池田町はつらつ健康スタンプ事業」のお知らせ「令和６年度 池田町はつらつ健康スタンプ事業」のお知らせ

広報いけだ 4

～　池田町はつらつ健康スタンプ事業とは？　～

　　住民の皆さんが、自分の健康状態を把握し、健康増進に積極的に取り組むための応援事業で

す。健康診断を受け、健康づくりや介護予防などに取り組むことにより、スタンプ（ポイント）が

集まり、町内の商品券取扱店で使用できる商品券（1,000 円）と交換することができます。

※　対象者　20 歳以上の住民　（年齢基準日は、令和 7 年 3 月 31 日です。）

（1）健康福祉課の窓口で、「スタンプカード」を受け取りましょう。

（2）スタンプ（ポイント）を集めましょう。

下表のポイントが付きます。健康診断を受けること・健診結果を提出することは、必須です。

その他は、自分で選択して、取り組みましょう。

　 　 　 　 　 　

令和 6 年度の取組の内容 ポイント

【必須】
①健康診断を受ける
②健康福祉課へ健診結果を提出する

10 ポイント

がん検診（人間ドックで実施したものを含む）
　【胃・大腸・肺・前立腺・子宮・乳房】

1 つの検診につき、1 ポイント

歯科検診（歯周病検診） 回数に関わらず、2 ポイント

尿中推定塩分摂取量検査 回数に関わらず、1 ポイント

健康づくり・介護予防を目的とする、健康福祉課主催の教
室・講演会等に参加　

1 つにつき 1 ポイント

自主的に目標を設定して、長期的に健康づくりに取り組む 3 カ月継続で、1 ポイント

BMI・体脂肪・筋肉量・LDL・HbA1c・血圧のいずれかの
数値について、自主的に設定した目標を 3 カ月以内に達
成する

1 つの項目につき、5 ポイント

（3）15ポイント以上集まったら、健康福祉課の窓口で、商品券（1,000円）と交換しましょう。

【交換期間】令和 6 年 9 月 2 日（月）〜　令和 7 年 1 月 31 日（金）

商品券の使用期間　令和 6 年 9 月 2 日（月）～ 令和 7 年 2 月 28 日（金）



国民健康保険・後期高齢者医療制度の人間ドック・国民健康保険・後期高齢者医療制度の人間ドック・
脳ドックの助成金の申請手続きのお知らせ脳ドックの助成金の申請手続きのお知らせ

【問い合せ先】健康福祉課　健康増進係　℡ 61-5000

広報いけだ 5

　池田町では、人間ドック・脳ドックを受診する費用の一部を助成します。
「助成券方式」と「償還払方式」の２種類の申請手続きがありますので、以下をご確認いただき、
申請を行ってください。

①池田町国民健康保険の被保険者で、国民健康保険税の過年度分の滞納がない世帯に属する者
②池田町に住所を有する長野県後期高齢者医療広域連合の被保険者で、後期高齢者医療保険料の

過年度分の滞納がない者
※ただし、同一年度（令和６年４月１日から令和７年３月 31 日まで）に、町が実施する特定健診および

健康診査を受診する場合は、人間ドックの助成金の申請をすることができません。

　人間ドック（日帰り）20,000 円／人間ドック（１泊２日）40,000 円／脳ドック　10,000 円

①「助成券方式」の手続き

指定医療機関（以下の医療機関）で人間ドック等を受診する場合は、助成券方式です。
北アルプス医療センターあづみ病院・穂高病院・相澤病院・安曇野赤十字病院
市立大町総合病院・松本協立病院・藤森病院・丸の内病院・城西病院

（１）医療機関へ人間ドック等の予約をしましょう。
（２）健康福祉課の窓口で、助成券交付申請書を提出しましょう。

医療機関へ提出する助成券をお渡しします。
（15 分程度かかります。時間に余裕を持ってお越しください。）

（３）医療機関で人間ドック等を受けましょう。必ず、助成券を提出してください。
助成金額を差し引いた金額を医療機関から請求されます。
（助成金は、町から医療機関へ直接支払われます。）

　　
②「償還払方式」の手続き
※指定医療機関以外の医療機関で受診する場合は、償還払方式です。
　　　

令和６年度の助成金の申請期限　　令和７年４月４日（金）

（１）人間ドック等を受診後、健康福祉課の窓口で助成金の申請手続きをしましょう。
　　　　【提出書類】申請書・健診結果・問診票（町指定様式）・領収書など
　　　　　　　　　　※申請書には、印鑑の押印が必要です。
（２）後日、指定された口座へ町から助成金が振り込まれます。

対　象　者対　象　者

申 請 方 法申 請 方 法

助成金額（上限額）助成金額（上限額）



令和６年度　健診のお知らせ令和６年度　健診のお知らせ
自分の健康状態を確認し、生活習慣を見直す機会とするため、１年に１回は健診を受けましょう。

◦年齢は、令和６年度末の年齢（令和７年３月 31 日の年齢）です。
◦特定健診、長寿健診、39 歳以下健診を受診した方は、同じ年度に、町の人間ドック（日帰り・

１泊２日）の助成の対象になりません。

◦長寿健診・39 歳以下健診・大腸
がん検診・前立腺がん検診・胸部
レントゲンの受診を希望される方
で、まだ申し込みをしていない場
合は、５月 17 日（金）までに健康
増進係へお申込みください。

◦町の在宅介護者給付金制度（重度の要介護者、重度心
身障がい者を在宅で 180 日以上介護している方への給
付金の制度）では、介護をしている方が健康で過ごす
ために、介護者の血液検査等の結果を町へ提出するこ
とが給付要件となっています。ただし、町の健診を受診
した場合・町の人間ドックの助成を受けた場合は、血液
検査等の結果の提出は不要です。

長寿健診
 申込が必要です 

【対象者】
後期高齢者医療制度被保険
者
◦受診を希望された方へ、

受診票等を送付します。
【健診料】1,000 円

特定健診
 申込は不要です 

【対象者】
池田町国民健康保険に加入してい
る、40 歳から 74 歳までの方
※令和６年度に後期高齢者医療制

度に加入する方（75 歳になる
方）は、特定健診の対象です。

◦対象となる方には、受診票等を
送付します。

【健診料】1,000 円

39 歳以下健診
 申込が必要です 

【対象者】
20 歳から 39 歳までの方（加
入している健康保険に関わら
ず、受診できます。）
◦受診を希望された方へ、受

診票等を送付します。
【健診料】

国　　保　700 円
国保以外　2,000 円

【問い合せ先】健康福祉課　健康増進係　℡ 61-5000

日にち 会場 健診の種類
6 月 19 日（水）

総合福祉センター

特定健診・長寿健診

6 月 20 日（木） 特定健診・長寿健診

6 月 24 日（月） 特定健診・長寿健診

6 月 25 日（火） 特定健診・長寿健診

6 月 30 日（日） 特定健診

7 月 1 日（月） 特定健診・長寿健診

7 月 4 日（木） 特定健診・長寿健診

7 月 5 日（金） 特定健診・長寿健診

7 月 9 日（火） 特定健診・長寿健診

7 月 10 日（水） 特定健診・長寿健診

7 月 11 日（木） 特定健診・長寿健診

8 月 31 日（土） 特定健診・39 歳以下健診

9 月 2 日（月） 特定健診・39 歳以下健診

9 月 3 日（火） 特定健診・39 歳以下健診

広報いけだ 6



多世代相談センターだより多世代相談センターだより

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

新規採用職員４名と出向職員１名の紹介新規採用職員４名と出向職員１名の紹介

　

子
ど
も
か
ら
成
年
ま
で
の
「
多
世
代
」
の
福
祉
の
相
談
窓

口
、
多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

相
談
員
が
ご
相
談
に
の
り
、
課
題
の
整
理
や
必
要
な
情
報

提
供
を
行
い
、
ご
相
談
内
容
の
解
決
に
向
け
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に

は
他
の
専
門
機
関
と
協
力
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

【
こ
ん
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
】

◆
子
育
て
に
つ
い
て

・
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
が
分
か
ら
な
い
。

・
子
ど
も
の
発
達
面
が
不
安
。

◆
児
童
・
障
が
い
者
の
虐
待
な
ど
に
つ
い
て

・
近
所
の
お
宅
か
ら
大
き
な
声
が
聞
こ
え
て
心
配
。

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
中
で
気
に
な
る
事
や

嫌
な
思
い
を
し
た
事
。

◆
子
ど
も
か
ら
の
相
談

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
を
受
け
て
辛
い
。

・
学
校
・
家
庭
・
友
人
関
係
で
の
悩
み
。

◆
生
活
に
つ
い
て

・
ひ
き
こ
も
り
の
親
族
の
対
応
に
困
っ
て
い
る
。

・
仕
事
が
続
か
な
い

・
お
金
が
な
く
て
生
活
で
き
な
い
。

◆
他
機
関
と
の
「
つ
な
ぎ
」
の
お
手
伝
い
。

・
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

◆
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し

た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

【
問
い
合
せ
先
】　

健
康
福
祉
課　

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

●
虐
待
等
の
緊
急
の
相
談
は
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

時
間
外
・
休
日　
　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
65
歳
以
上
の
方
の
総
合
相

談
窓
口
で
す
。

　

担
当
が
情
報
提
供
を
行
い
、
問
題
の
解
決
方
法
を
一
緒

に
考
え
ま
す
。
事
前
に
お
電
話
で
ご
予
約
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
こ
ん
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
に
つ
い
て

・
足
腰
に
痛
み
が
あ
り
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
困
っ
て

い
る
。

・
介
護
保
険
を
使
い
た
い
。

○
介
護
予
防
や
生
活
支
援
に
つ
い
て

・
体
力
が
落
ち
て
き
た
気
が
す
る
。
自
分
に
合
っ
た
体
操

な
ど
を
知
り
た
い
。

・
認
知
症
な
の
か
、
忘
れ
っ
ぽ
く
て
困
っ
て
い
る
。

・
日
頃
の
買
い
物
や
お
金
の
管
理
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
。

○
高
齢
者
虐
待
や
苦
情
の
窓
口

・
高
齢
者
の
い
る
近
所
の
家
か
ら
怒
鳴
り
声
が
頻
繁
に
聞

こ
え
て
心
配
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
中
に
嫌
な
思
い
を
し
た
り
、
職

員
の
対
応
に
悲
し
い
思
い
を
し
た
。

○
仲
間
づ
く
り
の
情
報
提
供

・
支
え
合
い
や
助
け
合
い
に
興
味
が
あ
る
。
何
か
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
。

・
自
分
の
特
技
を
活
か
せ
る
場
や
機
会
を
探
し
て
い
る
。

【
問
い
合
せ
先
】　

健
康
福
祉
課　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

●
虐
待
等
の
緊
急
相
談
は
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

時
間
外
・
休
日　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

池田町の飛躍の

一助となれるよ

う頑張ります。

住民の皆さんの

お役に立てるよ

う、精一杯頑張

ります。

池田町のお役に立て

るよう、誠心誠意頑

張ります。

子育てを支えていけるよ

う頑張ります。

よろしくお願いします。

振興課 農政係
　宮澤 英文

学校保育課 池田保育園
西澤 千花

住民課 環境係
山﨑 一輝

健康福祉課
地域包括支援センター
杉浦 和真

総務課 企画係
片瀬 俊一

ＪＡ大北からまいりました。

農産物の販売を中心に池田町

の皆さまと関わらせていただ

けると幸いです。

よろしくお願いいたします。

出向職員
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地球温暖化防止　経費削減のため地球温暖化防止　経費削減のため
もえるごみ 50% 削減を目指しましょうもえるごみ 50% 削減を目指しましょう

　
　

普
段
、
何
気
な
く
捨
て
て
い
る
紙
ご
み
も
、
ち
ゃ
ん

と
分
別
す
る
こ
と
で
大
切
な
資
源
と
な
り
ま
す
。

〇
紙
製
容
器
包
装
と
は
？

　
　

「
商
品
本
体
」
を
入
れ
て
い
た
【
容
器
】
や
、
「
商

品
本
体
」
を
包
ん
で
い
た
【
包
装
】
な
ど
を
指
し
、
紙

製
の
箱
や
包
装
紙
、
袋
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

紙
で
で
き
て
い
れ
ば
何
で
も
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
《
紙
マ
ー
ク
》
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
対
象
と
な

り
ま
す
。　
　
　

①
表
示
を
確
認
す
る

紙
製
容
器
包
装
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の

は
、
紙
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
も
の
だ
け
で
す
。
表
示

マ
ー
ク
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
、
紙
マ
ー
ク
が
つ
い
て

い
る
も
の
の
み
指
定
袋
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
段
ボ
ー

ル
や
飲
料
紙
パ
ッ
ク
（
一
部
を
除
く
）
は
紙
製
容
器
包

装
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
も
え
る
ご
み

紙
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
て
も
、
泥
汚
れ
や
油
汚
れ
な

ど
が
染
み
込
ん
で
い
て
、
汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の
は
、
も

え
る
ご
み
で
す
。
ま
た
、
に
お
い
が
強
く
染
み
込
ん
で

い
る
も
の
も
、
も
え
る
ご
み
と
し
て
く
だ
さ
い
。

③
紙
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
て
も
他
の
素
材
が
混
ざ
っ
て

い
る
場
合

　
　

表
示
を
よ
く
確
認
し
、
紙
以
外
の
素
材
が
混
ざ
っ

て
い
る
場
合
は
分
別
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
新
聞
と
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
み

新
聞
と
一
緒
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る

チ
ラ
シ
は
、
分
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
ま
ま
一
緒
に
た
た
ん
で
十
字

に
し
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の
は
、
も
え
る
ご
み

泥
汚
れ
や
油
汚
れ
の
つ
い
た
新
聞
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど

で
絵
を
描
い
た
チ
ラ
シ
な
ど
は
、
も
え
る
ご
み
と
し
て

く
だ
さ
い
。

①
雑
誌
や
雑
が
み
（
紙
類
）
は
ま
と
め
て
し
ば
る
（
紙

マ
ー
ク
の
な
い
紙
類
）

　

雑
誌
な
ど
の
付
属
品
（
紙
以

外
の
素
材
で
で
き
た
付
録
や
Ｃ

Ｄ
な
ど
）
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
し

ば
っ
た
隙
間
か
ら
落
ち
て
し
ま

い
そ
う
な
小
さ
な
紙
類
は
、
雑

誌
な
ど
の
ペ
ー
ジ
の
間
に
挟
む

か
、
封
筒
に
入
れ
て
落
ち
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
雑
誌
・
雑
が
み
に
混
ぜ
て
は
い
け
な
い
も
の

　

・
粘
着
物
や
そ
の
他
の
も
の
が
つ
い
た
封
筒
（
封
筒
口

の
両
面
テ
ー
プ
、
窓
空
き
の
フ
ィ
ル
ム
部
分
、
宛
名

シ
ー
ル
、
切
手
な
ど
を
切
り
取
れ
ば
出
せ
ま
す
。
）

　

・
に
お
い
の
つ
い
た
紙
（
石
鹼
の
包
み
紙
な
ど
）

　

・
防
水
加
工
を
し
た
紙
（
紙
コ
ッ
プ
な
ど
）

　

・
印
画
紙
（
写
真
や
写
真
印
刷
用
の
紙
）

　

・
圧
着
は
が
き
（
剝
が
し
て
中
身
を
見
る
タ
イ
プ
の
は

が
き
）

　

・
金
や
銀
の
金
属
が
箔
押
し
さ
れ
た
紙

　

・
カ
ー
ボ
ン
紙
（
宅
急
便
の
伝
票
な
ど
複
写
式
の
紙
）

　

・
複
合
素
材
の
紙（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
が
さ
れ
た
紙
）

　

・
捺
染
紙
（
ア
イ
ロ
ン
で
布
地
に
転
写
す
る
紙
）

　

・
感
熱
性
発
泡
紙
（
熱
を
加
え
る
と
盛
り
上
が
る
紙
）

　

・
合
成
紙
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
紙
な
ど
）

　

・
汚
れ
た
り
、
濡
れ
た
り
し
た
紙
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
キ

ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
な
ど
）

　

・
感
熱
紙
（
レ
シ
ー
ト
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
紙
な
ど
）

　

　

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
係

℡（
６
２
）２
２
０
３

　
紙
製
容
器
包
装
…

　
紙
製
容
器
包
装
…  

も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

　　
新
聞
新
聞  

……  

十
字
に
し
ば
る

十
字
に
し
ば
る

　　
雑
誌
・
雑
が
み
…
十
字
に
し
ば
る

雑
誌
・
雑
が
み
…
十
字
に
し
ば
る

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
　

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
　

そ
の
紙
ご
み
は
〝
資
源
〟
で
す
。

そ
の
紙
ご
み
は
〝
資
源
〟
で
す
。

　

基
本
的
に
紙
以
外
の

も
の（
の
り
や
テ
ー
プ

な
ど
の
粘
着
物
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、化
学
反
応

を
起
こ
す
薬
剤
）な
ど

が
つ
い
た
紙
は
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、そ
の
部
分

を
取
り
外
し
、雑
誌
・
古

紙
と
し
て
く
だ
さ
い
。
　

封
筒
の
分
別
例
▶

▲紙マーク
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　４月 11 日から池田町消防団が新体制となりました。６つの分団と本部（ラッパ隊、救護隊、バイク隊）で
構成され、町民の皆さまの貴重な財産や生命を災害から守るため、昼夜を問わず活躍いただきます。

【問い合せ先】総務課  危機管理対策室　℡ 62-3131

池田町消防団  新体制スタート池田町消防団  新体制スタート

第１分団

〈担当地区〉
豊町　　吾妻町
一丁目　　東町
二丁目　三丁目
四丁目　五丁目

本部分団

〈担当地区〉
町全域

第２分団
〈担当地区〉

堀の内	 　　正科
中島　	 　半在家
千本木台　相道寺
広津	 　　法道

第４分団
〈担当地区〉

渋田見
鵜山

中之郷
南台

第３分団
〈担当地区〉

花見
滝沢

滝の台
陸郷

第５分団
〈担当地区〉

十日市場
内鎌
和合

高瀬橋南
林中

本部

団長
荻窪 善明

副団長
矢花 浩司

副団長
熊井 和弘

消防主任
平林 源由

ラッパ長
浅野 景太

バイク隊長
宮澤 篤史

分団長
望月 絢介

分団長
高山 孝則

副分団長
小田 雄太

分団長
矢口 克知

副分団長
矢口 雅俊

分団長
矢口 正和

副分団長
桐本 敬

分団長
立野 孝明

副分団長
立岩 宏朗

副分団長
小田原 飛鳥

分団長
吉田 貴憲

副分団長
須澤 剛寛

救護長
松澤 歩

危機対策幹
山本 智通

危機管理対策室
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〇
丸
山
瑛
太

　

（
足
利
大
付
属
高
校
・
花
見
）

【
参
加
大
会
】

　

第
36
回

　

全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会

【
会
場
】

　

長
野
県
山
ノ
内
町　
　

志
賀
高
原

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
キ
ー
場

【
結
果
】

　
　

ス
ー
パ
ー
大
回
転　

38
位

　
　

大
回
転　
　
　
　
　

34
位

　
　

回
転　
　
　
　
　
　

Ｄ
Ｎ
Ｆ

【
感
想
】

　
　

ミ
ス
が
重
な
り
こ
の
よ
う
な
結

果
に
な
り
悔
し
い
で
す
。
特
に
Ｓ

（
回
転
）
で
は
ゴ
ー
ル
す
れ
ば
入

賞
は
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
面
で
し
っ
か
り

と
成
績
を
残
せ
る
よ
う
な
選
手
に

な
り
た
い
。

【
参
加
大
会
】

　

第
72
回　

　

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

【
会
場
】

　

富
山
県
南
砺
市

　
　

た
い
ら
ス
キ
ー
場

【
結
果
】

　
　

大
回
転　
　
　
　
　

42
位

　
　

回
転　
　
　
　
　
　

17
位

【
感
想
】

　
　

あ
ま
り
良
い
結
果
で
は
な
か
っ

た
が
、
回
転
の
17
位
で
は
、
１
年

生
の
中
だ
け
な
ら
全
国
３
位
だ
っ

た
の
で
着
実
に
力
が
つ
い
て
き
て

い
る
と
思
っ
た
。

◇
池
田
町
に
は
北
信
越
大
会
以
上
の

大
会
出
場
者
へ
の
報
奨
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
弓
道
会
で
は
、

使
わ
な
く
な
り
家
で
眠
っ
て
い
る
弓

道
道
具
が
あ
れ
ば
お
譲
り
い
た
だ

き
、
弓
道
会
で
再
利
用
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

弓
道
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た

だ
け
る
方
は
、
５
月
31
日
（
金
）
ま

で
に
総
合
体
育
館
へ
お
届
け
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

『
日
本
山
林
美
術
協
会
　
安
曇
野
展

～
日
本
の
自
然
を
讃
う
画
家
達
の
証
し
～
』

４
月
27
日
（
土
）
か
ら
開
催
！！

【
問
い
合
せ
先
】北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

日
本
山
林
美
術
協
会
は
、
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
５
月
、

鶴
田
吾
郎
の
提
唱
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
「
日
本
の
山
林
を
中

心
と
し
た
自
然
を
讃
仰
し
、
そ
れ
を
美
術
作
品
と
し
て
創
造
す

る
と
同
時
に
山
林
愛
護
の
思
想
を
普
及
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
国
内
各
地
で
の
写
生
会
や
東
京
で
の
定
例
展
を
行

い
、
活
発
な
制
作
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

会
員
34
名
に
よ
る
日
本
画
、版
画
、洋
画
を
一
堂
に
展
示
し
ま

す
の
で
、う
ら
ら

か
な
安
曇
野
の
春

の
日
に
、自
然
・
風

景
作
品
と
北
ア
ル

プ
ス
の
大
パ
ノ
ラ

マ
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

《
会　
　

期
》４
月
27
日
（
土
）
～
６
月
23
日
（
日
）

《
休
館
日
》月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
、
翌
火
曜
日
休
館
）

《
開
館
時
間
》午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

（
最
終
入
館
午
後
４
時
30
分
）

《
会　
　

場
》企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》一　

般
６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　

高
大
生
４
５
０
円
（
３
５
０
円
）

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※（ 

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

▶
《
富
士
》
佐
藤
哲

　
全
国
大
会
・
北
信
越
大
会

出
場
選
手
の
声
　

　　
使
わ
な
く
な
っ
た
弓
道
道
具

あ
り
ま
せ
ん
か
？
　

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら
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ご
家
族
や
お
友
達
を
誘
っ
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　

ワ
ン
ラ
ウ
ン
ド
５
０
０
円
（
町
民
は
半

額
）
と
道
具
使
用
料
１
０
０
円
で
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

受
付　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
　

（
パ
タ
ー
利
用
は
午
後
５
時
ま
で
）

　

受
付
場
所　

創
造
館
の
玄
関
南
側
窓
口

【
申
込
・
問
い
合
せ
先
】

　

創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
月
曜
日
休
館
）

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
開
催
中
！

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
開
催
中
！

☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆５月の休館日　6・13・20・27・28 日

（28 日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

創
造
館
主
催
教
室

創
造
館
主
催
教
室

講
師
募
集
に
つ
い
て

講
師
募
集
に
つ
い
て

　

会
染
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
益
財
団
法
人
ラ
イ
フ
ス

ポ
ー
ツ
財
団
の
「
子
ど
も
活
動
支
援
金
」
を
活
用
し
老
朽
化

の
進
む
「
月
の
基
地
」
を
撤
去
し
、
「
お
山
ク
ラ
イ
ム
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
財
団
は
「
子
ど
も
」

「
親
・
地
域
」
「
ラ
イ
フ
」
の
３
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

掲
げ
、
子
ど
も
達
の
健
全
な
心
身
の
育
成
に
取
り
組
む
市
町

村
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

０
～
18
歳
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
遊
具
を
使
っ
て
体
を
動

か
す
事
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の

健
康
や
体
力
の
基
礎
を
培
う
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
し
ま

す
。
遊
具
が
設
置
さ
れ
る
と
、
早
速
子
ど
も
た
ち
が
お
山
ク

ラ
イ
ム
で
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
有
効
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】学
校
保
育
課
会
染
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡（
６
２
）１
２
２
２

　
新
遊
具
「
お
山
ク
ラ
イ
ム
」
を
設
置
し
ま
し
た

創
造
館
だ
よ
り

　

創
造
館
で
は
様
々
な
物
作
り
教
室
の

講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
２
カ
月
に
１
回
程
度
と
な
り
ま
す
。

・
２
時
間
程
度
で
作
れ
る
物

　

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
、
条
件
等
に

つ
い
て
は
、
創
造
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

大平　一枝 著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ 刊 

石井ゆかり、ヨシタケ
シンスケほか 13 人が
明かす、言葉にできな
いモヤモヤとの付き合
い方とは？対談形式の
エッセイ。

難しいことはわかりませんが、
50 歳でも 農業を始められますか？

その他の新着書
ジジイの文房具 沢野ひとし
信じ切る力 栗山英樹
あなたの言葉を 辻村深月
こまどりたちが歌うなら
 寺地はるな
魂の歌が聞こえるか 真保裕一
不思議な時計 北村薫
きみとぼく 谷口智則
ともだちともる 黒井健

老いてお茶を習う 群ようこ
平野レミの自炊ごはん 平野レミ
からだにやさしい麴こんだて
 阿部かなこ
使える！イラストデジタルツール
 髙山瑞穂
キャンプのずかん スズキサトル
へんしんヒーロー あきやまただし
どうぶつえん スージー・リー
チューリップさいた よしむらめぐ

深瀬 貴範 著
淡交社 刊

　人生 100 年時代。
「次の仕事は農業を

やりたい」と思ったら
いちばん最初に読む
本、ついに登場！

正解のない雑談
言葉にできないモヤモヤとの付き合い方

鈴木 まもる 作
あすなろ書房 刊

服や家や道具、歌
や踊りなど、身のま
わりの色々な物や行
動が、実は鳥からの
影響だったかも…？
ユニークな絵本。

鳥がおしえてくれること

☆令和5年度に多く読まれた小説☆☆令和5年度に多く読まれた小説☆
１位 汝、星のごとく ［凪良 ゆう］

〃 署長シンドローム ［今野 敏］
〃 ぼんぼん彩句 ［宮部 みゆき］

４位 殺戮の狂詩曲 ［中山 七里］
〃 続 窓ぎわのトットちゃん ［黒柳 徹子］

６位 魔女と過ごした七日間 ［東野 圭吾］ 
〃 光のとこにいてね ［一穂 ミチ］
〃 木挽町のあだ討ち ［永井 紗耶子］
〃 くもをさがす ［西 加奈子］

ほか
☆館内には、ジャンル別のベストリーダを展示

しています。ぜひご覧ください。
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令
和
５
年
の
１
年
間
に
北
ア
ル
プ
ス

広
域
消
防
本
部
が
救
急
出
動
し
た
件
数

は
３
７
３
４
件
あ
り
ま
し
た
。

　

南
部
消
防
署
管
内
で
は
９
０
４
件
の

出
動
で
し
た
。
救
急
車
の
要
請
の
内
訳

は
急
病
が
一
番
多
く
、
怪
我
や
事
故
と

続
き
ま
す
。

　

全
国
的
に
救
急
出
動
の
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
必
要
な
時
、
必
要
な
人

が
利
用
で
き
な
い
な
ど
、
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
呼
ぶ

と
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
事

故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
遠
く
の
救

急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
到
着

が
遅
れ
る
こ
と
で
、
救
え
る
は
ず
の
命

が
救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
救
急
車
は
、
真
に
緊
急
性
の
あ
る

と
き
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
救
急

車
は
皆
さ
ん
の

共
有
の
財
産
で

あ
り
、
適
正
に

利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

救
急
出
動
件
数
が
増
加
し
た
背
景
に

は
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
「
救
急
車

を
呼
ん
だ
方
が
い
い
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

も
し
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
に
迷
い
が

あ
っ
た
ら
‥
‥　

総
務
省
消
防
庁
か
ら

出
さ
れ
て
い
る
「
全
国
版
救
急
受
診
ア

プ
リ
」
愛
称
「
Ｑ
助
」
と
い
う
ア
プ
リ

を
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
方
式
に
な
っ
て
い

る
選
択
画
面
で
当
て
は
ま
る
症
状
を
選

択
し
て
い
く
と
、
今
す
ぐ
救
急
車
が
必

要
か
、
近
い
う
ち
に
病
院
へ
の
受
診
が

必
要
か
、
な
ど
緊
急
性
の
有
無
を
教
え

て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

い
つ
も
と
様
子
が
違
う

　

息
を
し
て
い
な
い

　

食
べ
物
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
た
等

　

心
肺
停
止
状
態
と
同
様
に
時
間
経
過

が
直
接
救
命
に
繋
が
る
こ
と
が
起
こ
っ

て
い
た
ら
‥
迷
わ
ず
「
１
１
９
」
に
通

報
し
ま
し
ょ
う
！

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９

　

池
田
町
の
皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

４
月
よ
り
有
害
鳥
獣
対
策
担
当
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
着
任
し
ま
し
た
、
土
肥
志
勇
と
申
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

着
任
前
は
東
京
都
で
建
築
業
に
携
わ
り
、
外

で
汗
を
流
す
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
休

日
も
自
然
の
中
で
過
ご
す
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
な

る
べ
く
外
気
に
触
れ
た
生
活
を
好
ん
で
し
て
い

ま
し
た
。
池
田
町
で
の
こ
れ
か
ら
も
同
様
に
、

外
へ
繰
り
出
し
て
早
く
馴
染
め
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
狩
猟
を
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
学
び
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
か
す
。
東
京
で
燻
っ
て
い
た
僕
と
し

て
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
非
常
に
魅
力
的
な
募
集

だ
っ
た
の
で
す
が
、
さ
ら
に
は
北
ア
ル
プ
ス
を

望
む
こ
の
池
田
町
で
行
え
る
こ
と
が
今
回
応
募

す
る
に
至
っ
た
一
番
の
決
め
手
で
す
。
キ
ャ
ン

プ
の
一
環
で
登
山
を
し
た
り
、
南
ア
ル
プ
ス
に

は
な
り
ま
す
が
山
小
屋
業
務
に
携
わ
っ
た
り

と
、
僕
に
と
っ
て
の
心
地
よ
い
生
活
に
「
山
」

は
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
事
な
要
素
で

す
。
日
本
の
誇
る
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
つ
つ
、
そ

の
恩
恵
に
浴
す
る
生
活
は
、
き
っ
と
快
い
も
の

に
な
る
だ
ろ
う
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
山
」
は
心
地
よ
さ
を
提
供
し
て
く

れ
る
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
近
隣
の
地
域
社
会

に
害
を
な
す
動
物
た
ち
の
住
処
で
も
あ
り
ま

す
。
必
要
以
上
に
増
え
て
し
ま
い
、
皆
さ
ま
の

田
畑
や
家
屋
を
荒
ら
す
そ
の
動
物
た
ち
は
、
反

比
例
し
て
減
り
続
け
る
地
元
猟
師
さ
ん
だ
け
で

は
対
処
し
き
れ
な
い
と
い
う
現
状
を
耳
に
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
「
山
」
の
酸
い
も
甘
い
も
全
て

を
享
受
し
て
、
特
に
負
に
作
用
す
る
面
を
分
不

相
応
な
が
ら
も
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
内
容
は

有
害
鳥
獣
対
策
が
主
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
分
野
で
も
広
く
知
識
を
吸
収
し
、
人
と
し

て
強
く
、
ま
た
大
き
く
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

土
肥
　
志
勇

土
肥
　
志
勇

振
興
課

振
興
課

№ 101

自
己
紹
介

自
己
紹
介

▲南アルプス
白峰三山稜線にて

　
救
急
車
は

　
救
急
車
は

必
要
な
時
、
必
要
な
人
が

必
要
な
時
、
必
要
な
人
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
！
　

利
用
で
き
る
よ
う
に
！
　

総
務
省
消
防
庁

「
Ｑ
助
」
案
内
サ
イ
ト
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vol.7

移住案内ツアー特別版

ツアーでは５カ所訪れました。
徒歩では、それぞれ５分程度の距離。
みなさんもぜひ訪れてみてください♪

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

　

今
年
度
の
池
田
小
学
校
は
、
学
校
教
育
目
標

「
自
ら
学
び　

共
に
考
え
る
子
」
の
も
と
、

「
魅
力
あ
る
学
校
（
ひ
と
り
ひ
と
り
が
た
か
ら

も
の
）
」
を
合
い
言
葉
に
し
て
、
教
育
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
（
ひ
と
り
ひ
と
り

が
た
か
ら
も
の
）
は
、
池
田
町
教
育
大
綱
の
理

念
で
あ
る
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
」
を
反
映
し

て
い
ま
す
。
「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
な
」
「
来

て
良
か
っ
た
な
」
「
明
日
も
ま
た
来
た
い
な
」

と
思
え
る
学
校
づ
く
り
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
４
日
、
穏
や
か

な
春
の
陽
気
の
な
か
、

矢
口
稔
池
田
町
長
を
は

じ
め
と
し
て
、
ご
来
賓

の
皆
さ
ま
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
た

に
、
新
１
年
生
29
名
を

迎
え
、
全
校
児
童
１
８
４
名
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
。
入
学
式
で
は
、
昨
年
度
ま
で
は
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
歌
え
な
か
っ
た
「
ド
キ
ド
キ
ド

ン
！
１
年
生
」
を
新
入
生
が
元
気
よ
く
歌
う
こ

と
が
で
き
、
元
気
い
っ
ぱ
い
池
田
小
学
校
で
の

生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
～
12
日
ま
で
、
付
添
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
新
１
年
生
の

下
校
指
導
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
は
、
下
校
コ
ー

ス
ご
と
分
か
れ
て
児
童

と
一
緒
に
下
校
し
て
い

た
だ
き
、
道
路
の
歩
き

方
や
交
差
点
の
渡
り
方

等
、
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま
方
、
今
後
も
、
子
ど

も
た
ち
が
安
全
に
登
下
校
が
で
き
る
よ
う
、
見

守
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
新
た
に
行
う
行
事
と
し
て
、
５
月

25
日
（
土
）
と
９
月
13
日
（
金
）
に
地
域
公
開

参
観
日
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
方
に
も
ご
自
由
に
ご
来
校

い
た
だ
き
、
学
校
の
様
子
や
児
童
の
学
習
の
様

子
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
５
月
25
日
（
土
）
に
は
、
保
護
者
・

地
域
連
携
作
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
と
保
護
者
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
活
動
の
一
環
と
し
て
、
池
田
小
学
校

応
援
隊
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
も
お
越

し
い
た
だ
き
、
学
校
内
の
環
境
整
備
を
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
令
和
６
年
度
も
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

池 田 小 学 校
新
１
年
生
の
下
校
付
添
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

新
１
年
生
の
下
校
付
添
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
令
和
６
年
度
入
学
式

令
和
６
年
度
入
学
式

　　
今
年
度
の
池
田
小
学
校

今
年
度
の
池
田
小
学
校
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●
移
住
案
内
ツ
ア
ー
特
別
版
●

　

日
ご
ろ
の
移
住
相
談
の
中
で
、
移
住
し
た
人
は
ど
ん
な
仕
事
に
就
い
て
い
る

か
？
と
い
う
質
問
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
声
に
応
え
、
今
回
は
池
田
町
で

起
業
し
、
地
域
活
性
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
と
交
流
す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
お
店
な
ど
５
カ
所
を
訪
問
し
、
参
加
者
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
も
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。



束
の
間
を
全
う
せ
し
や
シ
ャ
ボ
ン
玉

　
　
　
北
原

　
幻
楽
（
一
丁
目
）

春
寒
に
た
ぎ
る
粕
汁
三
杯
目

　
　
　
　
　
　
降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

爺
婆
で
混
み
合
っ
て
ゐ
る
種
物
屋

　
　
　
　
荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

金ま
ん
さ
く

縷
梅
の
花
び
ら
解ほ

ど

く
日ひ

よ
り和

か
な

　
　
　
　
吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

春
雪
に
庭
木
の
枝
の
撓た

わ

み
か
な

　
　
　
　
　
中
沢

　

恵（
十
日
市
場
）

柔
ら
か
き
土
の
匂
ひ
や
つ
く
し
ん
ぼ

　
　
　
矢
嶋
さ
ほ
子（
十
日
市
場
）

亡
き
友
の
笑
顔
浮
か
ぶ
や
黄
水
仙

　
　
　
　
横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

夜
の
帳

と
ば
り

待
ち
わ
び
て
ゐ
る
内だ

い
り
び
な

裏
雛

　
　
　
　
平
林

　
昇

　
（
林

　
中
）

早
立
ち
の
畦
の
近
道
霞か

す
みけ

り
　
　
　
　
　
　
薄
井

　
保
丞
（
南

　
台
）

新
し
き
風
に
北
窓
開
き
け
り

　
　
　
　
　
　
石
原

　
孟

　
（
南

　
台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者

の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い

場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

７月号掲載俳句募集

はがきまたはメールに作品 1 点
を記入し、５月末日までに投稿
してください。
作品には①地区名②氏名③電話
番号④中学生以下の方は学校名
と学年を明記してください。投
稿多数の場合は、選者により選
考（10 句以内）して掲載しま
す。なお、選者により語句の訂
正等をさせていただく場合があ
りますので、ご了承ください。

■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）

池田町総務課　総務係
℡ 62-3131

メール
soumu@town.ikeda.nagano.jp

　

高
瀬
中
卒
業
生
は
、
総
合
的
な
学
習
で
さ

ま
ざ
ま
な
探
究
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

大
町
市
主
催
で
行
わ
れ
た
地
域
の
市
民
活
動

を
発
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
交
流

セ
ン
タ
ー
か
え
で
で
行
っ
た
学
ん
だ
こ
と
の

発
表
、
町
活
性
化
の
た
め
に
特
産
品
な
ど
を

使
っ
て
制
作
し
た
物
品
の
販
売
な
ど
の
活
動

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
売
上
金
は
16
万
円
弱
に
も
上
り
、
町

へ
活
性
化
の
た
め
に
10
万
円
、
残
り
を
能
登

半
島
地
震
復
興
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
へ
の
寄
付
金
は
、
卒
業
生
よ
り
お
世
話

に
な
っ
た
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
で
役
立
つ

も
の
を
購
入
し
て
欲
し
い
と
の
希
望
に
よ

り
、
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
使
う
物
品
を
購
入
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
今
後
中
学
生
が
地
域
の
こ
と
を
思
っ

て
活
動
し
た
志
に
感
謝
し
な
が
ら
有
効
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
高
瀬
荘
で
消
防
署
と
町
消
防
団
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　

春
の
全
国
火
災
予
防
週
間
と
な
る
３
月
３
日
に
、
高
瀬
荘
を

会
場
と
し
た
消
防
総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
高
瀬
荘
で
火
災
が
発
生
し
た
想
定
で
、
火
災
防
ぎ
ょ

活
動
、
情
報
収
集
、
救
護
と
救
急
処
置
が
主
な
訓
練
内
容
で

す
。

　

火
災
で
生
じ
た
負
傷
者
を
建
物
内
か
ら
表
の
駐
車
場
ま
で
搬

送
し
、
症
状
に
応
じ
た
ト
リ
ア
ー
ジ
と
応
急
手
当
を
し
ま
し

た
。
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
多
数
の
傷
病
者
が
同
時
に
発
生
し
た
場

合
、
傷
病
者
の
緊
急
度
や
重
症
度
に
応
じ
て
適
切
な
処
置
や
搬

送
を
お
こ
な
う
た
め
に
傷
病
者
の
治
療
優
先
順
位
を
決
定
す
る

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
屋
内
外
で
は
消
火
班
の
活
動
と
し
て
高
瀬
荘
職
員
に

よ
る
初
期
消
火
、
署
と
団
に
よ
る
消
火
活
動
で
は
、
建
物
北
側

と
西
側
の
消
火
栓
を
使
用
し
、

火
災
の
延
焼
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
こ
の
よ
う
な
活
動
は

令
和
２
年
以
降
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
は
定
期
的

に
開
催
し
て
万
が
一
の
災
害
に

備
え
て
ゆ
け
る
よ
う
訓
練
を
行

う
予
定
で
す
。 春

季
火
災
予
防
消
防
総
合
訓
練

春
季
火
災
予
防
消
防
総
合
訓
練

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室　

℡（
６
２
）３
１
３
１

高
瀬
中
卒
業
生
町
活
性
化
お
よ
び

高
瀬
中
卒
業
生
町
活
性
化
お
よ
び

能
登
半
島
地
震
復
興
の
た
め
の
寄
付

能
登
半
島
地
震
復
興
の
た
め
の
寄
付▲購入物品の一部

▲卒業生からの寄付
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普
通
自
動
車
等
を
お
持
ち
の
方
（
４
月
１
日

現
在
の
名
義
人
）
に
課
税
さ
れ
る
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
納
期
限
は
令
和
６
年
５
月
31
日

（
金
）
で
す
。

　

５
月
上
旬
に
お
手
元
に
届
く
「
納
税
通
知

書
」
に
よ
り
、
金
融
機
関
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
裁
ア
プ
リ
な
ど
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

５
月
下
旬
に
な
っ
て
も
「
納
税
通
知
書
」
が

届
か
な
い
場
合
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
】
中
信
県
税
事
務
所
大
町
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
２
３
）
６
５
０
５

　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
玉
入
れ
、
パ
ン
食

い
競
争
な
ど
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
楽
し
め
る
内
容
で
す
。

　

障
が
い
者
と
そ
の
家
族
の
ほ
か
、
町
民
の
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

日
時　

令
和
６
年
６
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
40
分

　

場
所　

大
町
市
総
合
体
育
館

　
　
　
　

（
大
町
市
常
盤
５
６
３
８
ー
４
４
）

　

申
込
期
間　

令
和
６
年
５
月
１
日
（
水
）

か
ら
令
和
６
年
５
月
27
日
（
月
）

　

申
込
方
法　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

の
郷
に
あ
る
申
込
書
に
よ
る

【
申
込
・
問
】

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

９
月
を
中
心
に
、
競
技
別
に
県
内
各
地
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

陸
上
、
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
個
人
競
技
や
、
車

い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
団
体
競
技
の

全
12
種
目
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

申
込
期
限　

６
月
３
日
（
月
）

　

申
込
方
法　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

の
郷
に
あ
る
申
込
書
に
よ
る

　

競
技
内
容
や
各
開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
長
野

県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

（
４
月
中
に
公
表
予
定
）
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
申
込
・
問
】　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

　

商
品
の
売
買
に
使
用
し
た
り
、
各
種
の
証
明

行
為
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
は
、
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
当
町
を
対
象
と
し
て
、
下
記
の
日

程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
「
は
か
り
」
を
持
参

し
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
検
査
に
は
手
数
料
（
検
査
代
金
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
持
ち
込
む
際
は
、
は
か
り
に
付
着
し
た
粉
、

水
分
、
ほ
こ
り
等
を
落
と
し
て
き
て
く
だ
さ

い
。

　　

日
時　

令
和
６
年
６
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷

【
問
】

　
　

長
野
県
計
量
検
定
所 

検
定
・
検
査
課　

　
　
　
　

℡　

０
２
６
３
（
４
７
）
４
０
０
６

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
付
に
つ
い
て

　
大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
　

　
第
24
回
長
野
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
　

計
量
器
（
は
か
り
）

定
期
検
査
の
お
知
ら
せ
　

池田町空き家バンクに
登録しませんか？

【問い合せ先】総務課  移住定住係　℡ 62-3131

　池田町空き家バンク制度は、空き
家の利活用を目的として、連携して
いる不動産業者が売却・賃貸を仲介
する制度です。
　空き家をお持ちで、売却や賃貸を
お考えの方、まずはお気軽に役場移
住定住係までご相談ください。

▲最新の情報は
　こちらから
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広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。
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池田町メール配信サービスにご登録ください池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから

期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

3 日（金・祝）
池田・松川 若林医院 62-2105
大町市内 市立大町総合病院 22-0415

4 日（土・祝）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大町市内 野村クリニック 85-0085

5 日（日・祝）
池田・松川 近藤医院 62-9187
大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

6 日（月）
池田・松川 西森整形外科 61-1700
大町市内 柿下クリニック 21-1230

12 日（日）
池田・松川 太田医院 62-1010
大町市内 遠藤内科医院 22-0031

19 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

26 日（日）
池田・松川 松本クリニック 61-5151
大町市内 菊地クリニック 21-2580

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  

■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

3 日（金・祝） 大町病院口腔外科 22-0415
4 日（土・祝） 金子歯科医院 23-2200
5 日（日・祝） 竹内歯科医院 62-2151
6 日（月） 丸山歯科クリニック 62-0648

12 日（日） 横澤歯科医院 22-1343
19 日（日） いとう歯科医院 62-8880
26 日（日） にこにこデンタルクリニック 23-5612

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

3 日（金・祝） 松川とをしや薬局 61-1527

4 日（土・祝）
フロンティア薬局安曇野店 61-5500
日本調剤北アルプス薬局 85-2333

5 日（日・祝）
内川薬局板取 62-9912
ナシダ薬局 62-6370

6 日（月） すみれ薬局 85-2061
12 日（日） 白樺薬局 62-0010
19 日（日） フロンティア薬局安曇野店 61-5500
26 日（日） 内川薬局板取 62-9912

■5月の主な行事
期　　日 行　事　名

9 日（木） 高瀬中　部活動参観・説明会
17 日（金） 学校園運営協議会①
25 日（土） 池田小　土曜参観日
30 日（木） 保小中　合同引き渡し訓練

※感染症等により中止となる場合があります。

■5月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

  3 日（金・祝） 佐藤設備 ６２-５３２０
  4 日（土・祝） 朝日企画（株） ６２-５６０７
  5 日（日・祝） 安曇さく泉工業（株） ０２６３-７２-４５１２
  6 日（月） （有）環境クリーンサービス ０９０-８７７３-４０８８
  11 日（土） （有）勝野設備工業所 6２-4070
  12 日（日） （株）千村設備工業 ０２６３-５８-２３１０
  18 日（土） （株）ピュアハウス ８５-０９７０
  19 日（日） （有）テクノ安曇野 ６２-７００５
  25 日（土） 稲洋水道（株） ０９０-１２００-９７３１
  26 日（日） （株）クサダ ０２６３-４８-３１１９

■5月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
4月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,203人　（△25）
　　　男 4,461人　（△8）　女4,742人（△17）
●世帯数 4,082世帯（+10）

■5月の納税等
軽自動車税　　　　　　　　　【納期限　5月 31日】
※口座振替日は 5 月 29 日（水）です。前日までに残高の確認をお願いします。
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